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ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

柳川のおいしいものが詰まった化粧箱柳川のおいしいものが詰まった化粧箱

SNS を活用した地域商社
を目指して

　柳川に来て５カ月が経ち、少しずつ柳川での生
活に慣れてきました。
　5 月に京都高島屋の物産展に参加し、その後、10
月 1 日に両国国技館で行われる琴奨菊引退・秀ノ
山襲名披露大相撲での物産展に参加します。その
会場での限定商品として、琴奨菊関の手形をあし
らった化粧箱を製作しました。箱の中にはのりや
お菓子など柳川のおいしいものが詰まっています
ので柳川の魅力を多くの人に知ってもらえたらと
思っています。
　また、インターネット上で商品を販売するサイ
トの立ち上げを考え、新しい柳川の魅力の売り出
し方を検討しています。最近は、イ
ンスタグラムや地域おこし協力隊の
交流会で知り合った皆さんから、柳
川の魅力をたくさん教えてもらって
います。次の交流会は 10 月 16 日
です。詳しくは協力隊のインスタグラムで発信し
ます。皆さんの参加をお待ちしています。

　10 月は日本全国お祭りの季節です。柳川でも「お
にぎえ」や「どんきゃんきゃん」などお祭りが開
催されます。そしてお祭りに欠かせないものとい
えば「提

ちょうちん

灯」です。
　柳川にはかつて提灯を作る店が数軒あったそう
ですが、現在、専業で作っているのは沖端にある
古賀提灯店だけです。古賀さんは「盆提灯の八女、
祭り提灯の柳川と言われた時代があった」と話し
てくれました。最近は、少子高齢化による祭りの
縮小や安い海外製の提灯の流入、コロナ禍による
祭りの中止などで、提灯の注文は大きく減ったそ
うです。
　約１年ほど前から提灯を活用した新しいコンテ
ンツ作りを検討してきました。柳川の素晴らしい
伝統工芸が途絶えないような取り組みにしたいと
模索しています。私のおこし隊の任期も半分を過
ぎ、折り返しとなりました。任期が終わるまでに
柳川のお祭りと肩を並べられるようまい進してい
きたいです。

柳川で作られる提灯柳川で作られる提灯

　
大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しなが
ら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし協
力隊」。市で活動する 6 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市商工・ブランド振興課（☎77・8722）

横山 真平（35歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

お祭りにかかせない
「提灯」

地域おこし隊

吉原 彩里（23歳）

【プロフィル】市商工・ブランド振興課に所
属。地域資源の発掘や収益強化事業を担当


